
図画工作科 小学校第３学年カリキュラム 

 

月 単元・指導内容 
学習指導 

要領の内容 
時数 重点化の理由 下学年等での既習事項 円滑な接続への留意事項 上学年等での学習事項 

備  考 

■実践例、◆課題 

４ 
絵の具と水のハーモニー 

自分のすきな色を水彩絵の

具でつくり、画面に思いの

ままに大胆にかくことを楽

しむ。 

Ａ 

（２） 

ア 

 

２ 

＋ 

１ 

 ・中学校に至るまで、絵の具の扱い

方については、正しい使い方や後始末

をすることが、自分の思いを表現し、

実現することや発想の広がりにつな

がるので、くりかえし指導が必要であ

る。 

小学校第２学年 

「えのぐじま」 

○低学年の共同絵の具から、中学年になって

初めて個人用の絵の具を使った題材であ

る。パレットへの絵の具の出し方、筆洗の

使い方やしまい方後始末までしっかりと

指導する。 

小学校第４学年 

「絵の具で遊んで」 

「自分いろがみ」 

■筆を使ってかく感覚や筆から

生まれる形や色に対する感性

を大切にし、色の濃度やかく

位置など積極的にいろいろた

めすころができる場づくりを

工夫する。 

長―い紙、つくって 

たくさんつくった細長い紙

で、工夫して活動する。 

Ａ 

（１） 

イ 

２  小学校第２学年 

「いろいろ いろみず」 

○低学年での体験を生かしながら中学年で

は、友達と協力し合って、場所や空間への

働きかけなど、心身共にダイナミックが活

動につながっていくようにする。 

小学校第４学年 

「みんなでどんどんむすんで

つないで」 

「いい場所みつけてかこんで

みたら」 

■紙を切る活動での十分楽しい

活動であるが。長い紙をつな

ぐときに友達との交流を通し

て発想が広がるときが多いの

で協力し合って活動を広げて

いけるようにする。 

５ 

 

紙ねん土の色の組み合わせ

を生かしてつくる 

Ａ 

（２） 

ウ 

４  小学校第２学年 

「マグネットマスコット」 

「ぷかぷかゆらゆら」 

○自分で色を作りだし色を組み合わせ成形

する、造形活動の基礎となるものであり、

いろいろな技法を試しながら活動を進め

たい。 

小学校第４学年 

「つくってつかってたのしん

で」 

■紙粘土を棒状にする、ねじる

など行為を工夫させながら発

想を広げるようにする。 

６ 

７ 
わたしの休み時間 

たのしかった休み時間の様子

をえにかく 

Ａ 

（２） 

ウ 

４  小学校第２学年 

「すきなことなあに」 

「どうぶつさんとわたし」 

○人物の動きや人物のいる空間のとらえ方

は大事な表現要素をこの単元では、紙の大

きなや形などを楽しみながら試しながら

表すことを経験させ、構成や自分の思いを

表すことにつなげていきたい。 

小学校第４学年 

「木々をみつめて」 

■子どもが表したい場面や内容

に応じて、画用紙を自分で選

んで表現できるようにいろい

ろな大きさや形の画用紙を準

備する。 

タイヤをつけて出発進行 

タイヤをつけると走り出すし

くみを生かして、うごくおもち

ゃをつくる 

Ａ 

（２） 

ウ 

２  小学校第２学年 

「マグネットマスコット」 

「ぷかぷかゆらゆら」 

○動くおもちゃをつくる系列の題材である。

中学年では、動く仕組み自体を制作する。

軸を受け、軸タイヤなど走るためのしくみ

の工夫を考えさせる。 

小学校第４学年 

「つくってつかってたのしん

で」 

■洗濯バサミや竹ひごなどを使

った簡単な仕組みを走らせる

ことで仕組みの関心を高めて

取り組めるようにする。 

ひみつのねん土王国 

ねん土をほったり、けずったり

しながら、思いついたものをく

ふうしてつくる。 

Ａ 

（２） 

イ 

２  小学校第２学年 

「ひみつのグアナコ」 

○共同制作による粘土の活動である。中学年

では、共同で４㎏程度の大きな塊を使って

活動することで、一人ではできない活動に

チャレンジする経験を積み、高学年でのさ

らに大きな粘土の塊に向かう取り組みに

つなげていきたい。 

小学校第４学年 

「リズムにのって」 

■４㎏の土粘土は、子供たちに

とって初めて見る大きさであ

り、土粘土を触れ合い友達と

の言葉のやりとりから活動の

発想を広げるようにする。 

 

 

カラフルねんど土の 

お店へようこそ 



月 単元・指導内容 
学習指導 

要領の内容 
時数 重点化の理由 下学年等での既習事項 円滑な接続への留意事項 上学年等での学習事項 

備  考 

■実践例、◆課題 

７ 
小さなはこの4ものがたり 

はこの中に思いついたもの

をくふうしていれる 

Ａ 

（２） 

イ 

２  小学校第２学年 

「かみを立てた、かたちか

ら」 

○箱を材料として、その空間の中に自分だけ

の世界を工夫しながら表す活動である。材

料に触れ試しながら活動することで発想

を広げ、中学校でのボックスアートへとつ

なげていきたい。 

小学校第４学年 

「ギコギココロコロたのしい

なかま」 

中学 

「ボックスアート」 

■牛乳パックの切った箱の中を

見ながらどのような世界をつ

くったらよいか想像し材料を

選びながら「こうしたい。」と

いう表現へとつなげていきた

い。 

光と色のファンタジー 

トレーシングペーパーや色

セロハンを使い、光とかげ

の美しさをいかした飾りを

つくる。 

Ａ 

（２） 

ウ 

４  小学校第２学年 

「ゆらゆらウキウキ」 

「あきを ならべて いい

かんじ」 

○光を透す美しさを感じてそれを効果的に

生かす活動であり、高学年になるとランプ

シェードづくりへとつながっていく。接着

は細い断面になるので、化学接着剤できち

んと接着できるように指導をする。 

小学校第４学年 

「ゆめいろらんぷ」 

■簡単な試作品を用意し、美し
く幻想的にひかる感じを味わ
わせ子どもたちの興味関心を
高め、その仕組みを確認させ
活動へと広げるようにする。 

８ 
いつもの場所で 

みぢかにある場所で、自然

のざいりょうを使って、く

ふうして活動する。 

Ａ 

（１） 

イ 

２ ・身近な自然材料を出発点にして発想

を広げることは、高学年になっても大

切にしたいもので多様な活動が必要

である。 

小学校第２学年 

「土ってきもちがいい」 

「ちきゅうからのおくりも

ので」 

○身近な材料を使って、並べたり積んだりす

る活動は低学年から経験している。中学年

では材料だけでなく場所も生かして活動

するので、多様な場の設定ができる空間を

選び活動をさせる。 

小学校第５学年 

「自然のなかでかんじたこと

を」 

■自然材料の色や形、質感など

の特徴が活動のきっかけにな

るので多様な材料を集められ

る場所を選び、探索活動を十

分行って、造形活動に入って

いけるようにする。 

８ 

９ 
ようこそキラキラの世界へ 

光を反射する紙を使って、組み

合わせを工夫してはり絵にす

る 

Ａ 

（２） 

イ 

２  小学校第１学年 

「つたえよう、わたしのす

きなかたち・いろ」 

○様々な材料をコラージュしていく題材で

ある。デザイン的装飾的に材料を貼ってい

く内容で、中学年では貼りにくい紙を使い

ところが高度になる。化学接着剤できちん

と接着できるように指導をする。 

小学校第６学年 

「はさみと紙のハーモニー」 

■教科書の作品を参考にし、材

料の色や形、質感などの組み

合わせや切る丸めるなどの技

法を試しながら、自分の表し

たいものを見つけるようにす

る。 

９ 
タッチキャッチさわりごこち 

話し合いながら、いろいろなさ

わりごこちのちがいをみつけ

る 

Ｂ 

 

 

２  小学校第２学年 

「うつして 見つけて」 

○自分の感じたことを言葉にして発表した

り友達の発表したことを聞いたりする態

度を身に付ける。 

小学校第４学年 

「カードで味わう、形・色」 

■教科書の「ざらざら」「ふかふ

か」など、触った感じの言語

化した言葉に着目し、材料を

集める活動を進めるようにす

る。 

１０ 
くぎうちトントン 

くぎをうったり、木切れを打ち

付けたりして、たのしくつくる 

Ａ 

（２） 

ア 

２  小学校第２学年 

「かみを立てた、かたちか

ら」 

○木を材料とした工作であり、初めて釘とか

なづちを使う。くぎ、かなづち、くぎ抜き

の扱いは、中学校技術につながるので、か

なづちで釘を打ち付けることに十分慣れ

させるようにする。 

小学校第４学年 

「ギコギココロコロたのしい

なかま」 

中学 

「ボックスアート」 

■木にかなづちを打ち込むこと

になれるように釘を打ちこむ

ことを楽しみながら活動でき

るように、安全面に配慮した

場の設定をする。 

１０ 

 

色のぬり方をくふうして絵を

かく。 

Ａ 

（２） 

ウ 

４  小学校第２学年 

「えのぐじま」 

「きらきらシャボンで」 

「ぼかしあそびで」 

○細部にこだわり再現的に表すことより大

胆に自分の思いのままに「ペインティン

グ」を中心に進め、高学年で自分の思いに

合わせて筆を扱えるようにさまざまな筆

の扱い方の経験を積む。 

小学校第４学年 

「絵の具で遊んで「自分いろが

み」 

■この作品では、下書きなしに

ペインティング的な絵の具の

扱い方を行う。筆の腹を使う

などさまざまな体験ができる

ようにする。 

しょうかいします 

わたしのだいすき 

 



月 単元・指導内容 
学習指導 

要領の内容 
時数 重点化の理由 下学年等での既習事項 円滑な接続への留意事項 上学年等での学習事項 

備  考 

■実践例、◆課題 

１１ 

 

ぬのや手袋などの組み合わせ

を生かしてつくる 

Ａ 

（２） 

ウ 

４  小学校第２学年 

「くいしんぼうのなかまた

ち」 

○この題材では、平面的な元の形に詰め物を

して立体に作り上げる活動であり、立体的

造形操作がによって形がかわることを体

験することで、高学年の液体粘土利用した

作品へとつなげていきたい。 

小学校第４学年 

「願いの種から」 

■児童が集めてきた材料を見た

り触ったりして「布でできた

もの」から「学習材料」へと

価値を高めていけるように活

動の時間を十分設ける。 

１１ 
ふわふわさんのかざり 

やわらかい材料を使って、かざ

るものをつくる 

Ａ 

（２） 

イ 

４  小学校第２学年 

「ゆらゆらウキウキ」 

「あきを ならべて いい

かんじ」 

○飾るものを制作する工作の系統の題材で

ある。中学年では、ふわふわした材料の接

着と着色の仕方を経験させ、紙以外の素材

の接着着色に慣れさせたい。 

小学校第４学年 

「ゆめいろらんぷ」 

■材料を手に取り、形、色、、材

質感などの、材料の特徴から

自分のつくりたいものをのイ

メージを広げるようにする。 

１２ 
はんで広げたゆめ 

厚紙などでつくったはんを使

って、いろいろなうつし方をく

ふうする。 

Ａ 

（２） 

イ 

４  小学校第２学年 

「うつして見つけて」 

○紙や雑材による版づくりの基礎を試しな

がら表すことで身に付け、高学年の木版や

彫り進み版画につなげていけるようにす

る。 

小学校第４学年 

「ほると出てくるふしぎな花」 

■うつし方を工夫しながら、何

枚もすれる紙版画のよさを十

分味わわせ、型紙版画の経験

を十分に積むようにさせる。 

１ 
まんがでゴー 

「自分マーク」をもとにまんが

をかく。 

Ａ 

（２） 

ウ 

２  小学校第２学年 

「あつまれ おなじ かた

ちいっぱい」 

○自分のマークをかくという発想を生かす

題材である。自分を主人公にした絵をかく

ことで、発達段階に応じた発想の広がりを

経験させる。 

小学校第４学年 

「ぎゅうぎゅうにつめこむ

と！」 

■主人公は「自分マーク」とし

て、作例をもとにコマによる

表現の違いに気付かせ、構成

を考えさせるようにする。 

１ 
だんだんだんボール 

ダンボール箱を使って、みぢか

な場所でくふうしてかつどう

する。 

Ａ 

（２） 

イ 

２ 

＋ 

１ 

・いろいろな形のダンボールに重ねた

り並べたり切ったりすることで体全

体で材料に関わり、材料と親しむこと

によって自分の思いや活動の構想を

広げることが重要である。 

小学校第２学年 

「ほわほわむくむく」 

「きってひねって、つなげ

ると」 

○大きな材料に体全体で関わり自分の活動

を広げたり作り直したりしながら、表し方

のよさやおもしろさに気付かせる。 

小学校第４学年 

「だんボール 切って、つない

で」 

■友達同士見合うことでいろい

ろな表し方のよさやおもしろ

さを感じたり見つけたりし

て、自分の作品のイメージ作

りにつなげるようにする。 

２ 

 

動くしくみを生かして、水の上

を進むおもちゃをつくる。 

Ａ 

（２） 

ウ 

２  小学校第２学年 

「コロコロ大さくせん！」 

○水に浮かぶおもちゃの題材は、これだけで

ある。水に浮かぶようにするには、どのよ

うに接着すればよいか、材料の選び方をじ

っくり考えさせる。 

小学校第４学年 

「パックパク」 

■仕組みづくりを子どもたちに

しっかり理解させ、つくりな

がら動きが試せる場を確保す

る。 

２ 
ふしぎなのりもの 

みぢかなものの形を生かして、

思いついたのりものをかく。 

Ａ 

（２） 

ウ 

２  小学校第２学年 

「ゆめのぼうけんものがた

り」 

○個人用絵の具の題材である。面描や点描な

どの筆の使い方を生かした多様な表現に

取り組めるようにする。 

小学校第４学年 

「まほうの力をもつ時計」 

■ものの特徴から発想を膨らま

せ、形や色を工夫しながら自

分の乗り物のイメージが広げ

ていけるようにする。 

３ 
みんなのゆめが広がって 

空想の世界から思いついたも

のをくふうしてつくり、みんな

でかざる。 

Ａ 

（２） 

ア 

４  小学校第２学年 

「ピコリンせいの カラフ

ルパーティー」 

○学年で経験した材料や技能を使って、つく

る。また友達と協力して作ったりつなげて

並べたりすることで作品の広がりをもっ

た世界を感じ、高学年での共同制作の基礎

体験となるようにする。 

小学校第４学年 

「ゆめいろらんぷ」 

■３人の子供たちの様子から表

し方の違いや工夫に気付き、

自分の夢の世界のイメージを

広げていけるようにする。 

 合  計  ６０      

 

くつ下や手ぶくろに 

まほうをかけると 

 

パタパタわにさん、 

クロールにちょうせん 

 


